
提

出

者

鈴

木

宗

男

平
成
十
八
年
三
月
九
日
提
出

質
問
第
一
三
七
号

「
日
本
政
府
は
台
湾
独
立
を
支
持
し
な
い
と
私
は
も
う
一
度
述
べ
た
い
」
と
い
う
見
解
を
表
明
し
た
在
中
国
大

使
館
公
使
の
著
書
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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「
日
本
政
府
は
台
湾
独
立
を
支
持
し
な
い
と
私
は
も
う
一
度
述
べ
た
い
」
と
い
う
見
解
を
表
明
し
た
在
中
国
大

使
館
公
使
の
著
書
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

井
出
敬
二
在
中
華
人
民
共
和
国
大
使
館
公
使
が
二
〇
〇
五
年
十
二
月
十
二
日
の
奥
付
で
日
本
僑
報
社
か
ら
出
版
し
た
「
中

国
の
マ
ス
コ
ミ
と
の
付
き
合
い
方－

現
役
外
交
官
第
一
線
か
ら
の
報
告－

」
の
七
十
八
頁
に
「
日
本
政
府
は
台
湾
独
立
を
支

持
し
な
い
と
私
は
も
う
一
度
述
べ
た
い
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
記
述
が
日
本
政
府
の
公
式
の
立
場
を
反

映
し
た
も
の
か
と
の
質
問
に
対
し
て
、
政
府
は
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
四
第
五
九
号
、
以
下
、
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
、
「
台
湾
に
関
し
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
の
日
中
共
同
声
明
第
三
項
に
基
づ
く
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
」
と
答
弁

し
た
が
、
政
府
は
日
中
共
同
声
明
第
三
項
か
ら
「
日
本
政
府
は
台
湾
独
立
を
支
持
し
な
い
」
と
い
う
帰
結
を
導
き
出
し
て
い

る
の
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

二

「
答
弁
書
」
に
お
い
て
、
「
中
国
の
マ
ス
コ
ミ
と
の
付
き
合
い
方－

現
役
外
交
官
第
一
線
か
ら
の
報
告－

」
の
出
版
に
際

し
て
は
、
外
務
省
が
井
出
公
使
に
対
し
て
意
見
を
伝
達
し
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
「
日
本
政
府
は
台
湾
独
立
を

支
持
し
な
い
と
私
は
も
う
一
度
述
べ
た
い
」
と
の
記
述
に
つ
い
て
、
外
務
省
は
井
出
公
使
に
意
見
を
伝
え
た
か
。
伝
え
た
と

す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
意
見
か
。

一



右
質
問
す
る
。

二


